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長崎自動車道 佐賀大長崎自動車道 佐賀大和Ｉ.Ｃ和Ｉ.Ｃ.から、市街方面へ、市街方面へ
車で車で約２０分
佐賀駅バスセンターから、 市営・昭和・祐徳の佐賀駅バスセンターから、 市営・昭和・祐徳の
各バスで各バスで「県庁前」または「佐嘉神社」下車「県庁前」または「佐嘉神社」下車
ＪＲ佐賀駅から、県庁方面へ徒歩Ｒ佐賀駅から、県庁方面へ徒歩約２０分
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お問い合わせお問い合わせ

無料駐車場あります

お香お香とは
仏教とともに中国大陸から日本にもたらされた「香」は、やが

て室町時代に「香道」として成立しました。「源氏物語」にちな

んだ「源氏香」という遊び方があるように、香道は文学や茶道

などの諸芸能と結びつきながら発展します。そして江戸時代

には、鍋島家などの大名家にとっても欠くことのできない文

化のひとつとなりました。

これにちなみ、徴古館では毎年お正月に、本格的な香木の香り

を体験できる「初春の香りを楽しむ」を開催しています。

山形に整えた灰の上に「銀葉（ぎんよう）」という薄いプレー
トが敷かれ、その上にのせた香木がほのかに香ります。
佐賀香遊会の方々による美しい所作も見どころです。

香炉が順番に廻ってきます。静かな心で香りに意識を
研ぎ澄ませるという、非日常の贅沢なひとときです。

香道の歴史や遊び方、香炉の取り扱い方など、椛島
禅徹先生（志野流香道九州松隠会）が分かりやすく解説
して下さいますので、初心者の方もご遠慮なく。
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鍋島家鍋島家とお香お香
多くの大名家と同様に、江戸時代に36万石を有した大大名の

ひとつである佐賀藩主鍋島家にも、初代藩主鍋島勝茂公の

香炉や香盆、2代藩主鍋島光茂公継室栄正院の香箱、10代藩主

鍋島直正公の香合や夫人の香割道具などといった香道具の

数々が伝わっています。

また「雨中の伽」という記録には、9代藩主鍋島斉直公の時代に

佐賀藩士香田利兵衛が大坂で志野流の師匠に入門したこと

などが記されています。
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「名君」と言われる10代藩主鍋島直正公は、長女「名君」と言われる10代藩主鍋島直正公は、長女
貢姫（みつひめ）と13年間にわたり手紙を交わ貢姫（みつひめ）と13年間にわたり手紙を交わ
し続けるなど家族想いの殿様でした。本展は、し続けるなど家族想いの殿様でした。本展は、
愛娘に送った手紙196通をまとめた資料集『愛愛娘に送った手紙196通をまとめた資料集『愛
娘への手紙』の出版記念展として、その中から娘への手紙』の出版記念展として、その中から
19通を現代語訳つきで親しみやすく紹介しま通を現代語訳つきで親しみやすく紹介しま
す。す。大切な人を想切な人を想うこと、想いを言葉にすること、想いを言葉にするこ
との大切さに気づとの大切さに気づくことができるできる展覧会です。会です。

当日は、開催中の展覧会もご観覧いただけます当日は、開催中の展覧会もご観覧いただけます

1111月24日（火（火）―1月23日（土）（土）
※日曜･祝日･年末年始※日曜･祝日･年末年始（12/2（12/27～1/3）1/3）は休館は休館
【時　間】 【時　間】 9：9：30―16：6：0000　
【入館【入館料】 料】 300300円（小学生以下は無料）（小学生以下は無料） 貢姫宛て鍋島直正書簡貢姫宛て鍋島直正書簡

（公益財団法人鍋島報效会所蔵）（公益財団法人鍋島報效会所蔵）

開催中の展覧会開催中の展覧会

「愛娘への手紙愛娘への手紙 －『名君『名君』鍋島直正の素鍋島直正の素顔」展

佐賀の歴史佐賀の歴史
と文化を学と文化を学
べるべる

天保期の本丸御殿を復元。天保期の本丸御殿を復元。
常設展示あり。常設展示あり。
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徴古館所蔵の
佐賀城下絵図を
ベースにした

歴史まち歩きマップを
徴古館でも
配布しています
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